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幼児と児童の交流だけにとどめず、保育者と教員の相互理解のため 
交流し、それぞれの『よさ』を知ることを意識しています。 
・校長、園長相互の職員会議への参加（月一回） 
・校長（講師）来園による出前授業（保育） 
・園だよりと学校だより、校長だよりのやりとり 
・合同研修会、校内研修の合同開催 
・相互の保育参観、授業参観（指導主事訪問、保育・授業参観） 
・情報共有と情報交換 

幼小の連携・接続のためにどんなことに取り組みましたか？ 

○互いに「保育」「教育」に関心をもち、聞きたいことが聞ける、話せる関係性が深まりま 
した。 

○垣根なく行き来する関係性は、幼児・児童の育ちや学びをつなぐ役割を知り、共に考え
ることにつながっています。 

○幼児・児童が、保育者・教員に親しみをもって関わるようになりました。 

取組の成果はいかがですか？ 

令和４年度から、新たな接続期カリキュラムの作成に取り組みました。当初は、カリキ
ュラムのやり取りをし、互いに確認し合うことから始めました。 

接続期カリキュラムの作成に、いつから取り組んでいますか？ 

カリキュラムの作成と見直しの手順は以下のとおりです。 
① 幼稚園（長）が幼児の実態と小学校のグランドデザイン（経営方針）をもとに、アプロー

チカリキュラムを作成し、小学校（長）へ提出 
② 小学校（長）がスタートカリキュラムを作成、園に提出 
③ 小学校(長)が、入学児童の実態に合わせたスタートカリキュラムを編成 
④ 幼稚園（長）が、次年度に生かすアプローチカリキュラムの点検と修正 

誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

◇カリキュラムは互いに作って終わりにせず、内容に対し振り返り、幼児・児童の実態

に合わせ必要な部分を見直し、毎年度、更新するようにしています。 

◇5歳児担任や１年生担任のみならず、園と小学校全体、地域の実情に合わせた接続に 

取り組み、継続していく関係性を大事にしたいと考えています。 

活用に当たって配慮していることはどんなことですか？ 

幼小連携・接続のための取組    P５２ 
小学校教諭による保育の実践例   P５３ 
保育参観とカンファレンスシート  P５４ 
アプローチ・スタートカリキュラム P５５ 

８ 県内の取組紹介⑥ 

https://2.bp.blogspot.com/-LoPwcsgNHpY/WASJRIyrEtI/AAAAAAAA_B4/nYyIB1PE_9Uu9RP2tcv4Hdd-FCkM34RRgCLcB/s800/pose_douzo_annai_businessman.png
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幼小連携・接続のための取組 

 

 

 

 

１ カリキュラムの共有 

   教育計画はもちろん、「アプローチカリキュラム」「スタートカリキュラム」等お互いのカリキ

ュラムを共有し、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を継承する幼児期からの切れ目のな

い教育を目指しています。 

２ 合同職員会議 

   月１回の職員会議には、互いの職員会議に園長、校長が参加し、情報共有を行います。 

３ 相互保育・授業参観 

   互いの保育・授業の様子を教員が参観し、参観の視点を示した「参観シート（カンファレンス

シート）」に互いに気付いたこと・学んだことを記入し、意見交換をしています。 

４ 幼小合同研修会   

   幼小の教員が参加し、夏休みには「幼小中の接続を意識した学級づくり」（中学校も参加）につ

いて、冬休みには「造形的な見方・考え方を育てる形遊び・色遊び」の研修会を行いました。 

 

研修会の様子・教員の声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段から幼児と児童、教員同士の交流が多く、「学びの土台づくり」に向けた、幼児・児童の

共通理解、指導の一貫性を目指した「合同職員会議」「相互保育・授業参観」「合同研修会」等を

行っています。養護教諭は幼小兼任で、幼児・児童両方の健康状態を把握し、見守っています。 

幼稚園の先生方の発想のや

わらかさに驚いた。(小学校) 

見守りの仕方、子

供への声の掛け方

を学びました。 

（幼稚園） 

 

 

造形的な見方・考え方を育てる形遊び・色遊び 
〈 本日のワークショップの流れ・見通し 〉 

 １ 体験・ワークショップ（５０分） ※片付け含む 

 ２ 講義（１０分） ※時間があるとき 

 （１）学習指導要領における図画工作科の目標と〔共通事項〕 

 （２）絵画指導の基礎・基本 「子供の絵の見方・考え方」 

 ３ 指導助言 宮城県教育庁義務教育課 幼児教育推進班 主幹 指導主事  石田 雄一 先生 

  

 １ 体験・ワークショップ 

  〈 体験・ワークショップのねらい 〉 

 「形遊び」「色遊び」に似た描画の体験を通じて、指導者自身が「絵に表すこと・遊び」の楽しさを 

味わい、『造形的な見方・考え方』を養い、児童・園児の今後の指導に生かす。 

 

 （１）「つながるわごむのわ」（形遊び）（２０分）    

  【こちらで準備するもの】 

   ・１０×１０cm程度の黒い紙 

   ・輪ゴム   

 【各自用意するもの】 

   ・色鉛筆（白） 

 ◎黒い紙に白の色鉛筆でかく体験 

  白い紙に黒の鉛筆でかくこと（日常） 

   ⇔黒い紙に白の鉛筆でかく（非日常） 

 ・何だか心地よい。新鮮な感覚 

 ・線がくっきり、はっきり見えてくる 

  

（２）「いろいろな線と色で遊ぼう」（色遊び）（２０分）  

  【こちらで準備するもの】 

   ・オイルパステル 

   ・Ａ４コピー用紙 

   ・ケント紙（１０cm×１４．８cm葉書大） 

   ・不定形にカットした画用紙 

   ・割り箸ペン 

   ・はさみ 

   ・マスキングテープ（１５mm幅） 

   ・スティックのり 

   ・ベビーパウダー 

   ・ウェットティッシュまたは手拭き雑巾 

 【各自用意するもの】 

   ・鉛筆（サインをするとき） 

 ◎線を交差させ、不定形の面に色を塗り重ねる体験 

 ・クレヨンでも混色が可能で深みのある色になること ・「上手・下手」の概念から解放されること 

〈児童・園児と行う場合の工夫〉 

 ・紙のサイズ、大きさを変える ・描画材を変える ・複数の人数で共同制作をする 

 ・この体験を発展させる ⇒ 「では、これを使って何をやってみたいかな？」「何ができるかな？」 

令和５年度 花山幼稚園・花山小学校 

 幼小合同研修会 ワークショップ 

「もっと続けたい！」

という心地よさを感じ

ました。（幼稚園） 

描画材の使い方が分かり

楽しかった。(小学校) 

「
上
手
」
に
代
わ
る
言
葉
掛
け
の

多
さ
が
分
か
っ
た
。（
小
学
校
） 
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小学校教諭による保育の実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『りんごの量感画を描こう』         令和５年９月２５日（月）    

 

育ちのポイント 
⑥思考力の芽生え ⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表現 

『サツマイモの量感画を描こう』       令和５年１０月１９日（木） 

 

育ちのポイント 
⑥思考力の芽生え ⑦自然との関わり・生命尊重 ⑨言葉による伝え合い ⑩豊かな感性と表現 

豊かな自然環境の中にあり、散策、自然物との触れ合い、地域の方々との関わりが多い活動

も特色の一つです。今年もりんご狩りやサツマイモの収穫をおこないました。りんごやサツマ

イモの収穫を喜ぶだけでなく、触ったり、嗅いだり、見たり、味わったり、話を聞いたりしな

がら感じることを表現した絵画活動を楽しませたいという願いから、小学校の校長による「量

感画」（絵画表現）の出前保育を行いました。 

【保育者の感想・学びになったこと】 
・「りんごは赤いですね…」「りんごは丸いね、そうね、、」などという、主導的な声掛けではなく、「最初 
は赤ちゃん（点）からすこし大きくなるよ～」「だいじょうぶ、間違いはないよ」「自分の好きな色を３ 
つとってみて～」など、子供が感じたこと、感じたままの感情を絵画表現にもっていく言葉掛けや過 
程は保育者も子供と一緒に楽しむことができ、とても勉強になりました。 

・子供と対話的に楽しみながら活動に参加し、あっという間の 2 時間でした。その 2 時間も飽きずに 
楽しめました。 

・「出来栄え」「見た目」「仕上がり」「やり方や使い方」など、技術的なことを評価するのではなく、その
子の取り組む姿勢や考え方など、一人一人の子供の内面を具体的に認めたり褒めたりしていくことの
大切さを感じました。 

 りんごの花って知って
るかな？ 

なんか‥りんごの甘くて酸
っぱい匂いがしてきたぞ！ 

 
好きな色３つか

あ～…どれにし

ようかな～♡ 

 
まず、目を閉じて触っ
てみてごら～ん‥ 

 
なんか～… 

ごつごつしてるかな 

 
ぼこぼこもする
よ？！ 

 

サツマイモ

さんに靴下

をはかせな

いとね、靴下

は何色にし

ようかな～ 

 
あま～い色は～ 

どれにしようかな 
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保育参観とカンファレンスシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流を始めた初年（一年目）、幼児教育を小学校の先生方にどう観ていただきたいか、どう
伝えていきたいか、幼児教育を分析的に捉え、言葉や文面に表して伝えることの難しさを感じ
ていました。幼稚園での経験が小学校の学びにどう結びついているのか、読み取りやすいもの
となるよう、「参観シート」（カンファレンスシート）と称して作成し、活用しました。 

Ⅰ保育参観シート（カンファレンスシート） 

表 

裏 

 

【シート作成のねらい】 
【保育者】遊びを見取る力とそれを言語化する力
をつける 

【教員】遊びを見る視点を知ってもらい、幼稚園
教育要領・指針の考え方に触れていただく 

【保育者と教員】それぞれの立場で一つの場面を
言語化することで、共通の軸で子供の姿を語り
合ったり、遊び（活動）への理解を深めたりす
る 

→子供の育ちを集団の育ちと捉えるのではなく、
保育の中で子供一人一人の育ちに目を向けても
らうため参観するポイントに「幼児期の終わり
までに育ってほしい姿」を視点に用いて作成 

→子供の姿や行動、言葉のやりとり、何を経験し
ているのか、気付かされた点、感じ取られた感
想など、自由に書き込めるように欄を設ける 

→後日、返信いただけるように返信日を記載 

Ⅱ参観後、シートの返信  

 
参観教員も一緒に保育に
入り保育サポート 

 

朝の集まり（わらべうた遊び） 

ぼよんぼよん大会（ジャンプボールレース） 

次は～小学校の○○先生 
に聞いてみようかな～？ 
（問いかけ） 
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アプローチ・スタートカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に完成し、活用されていた幼稚園の「アプローチ・カリキュラム」を土台として、小学校で
「スタート・カリキュラム」を作成しました。幼稚園が小学校就学までに育てたい「幼児期の終
わりまでに育ってほしい姿」を小学校が継承し、幼小の切れ目のない教育を互いに目指してい
ます。 

 栗原市立花山小学校 スタート・カリキュラム①（案）                            

 令和５年 １月 作成 

 小学校１年         ４月            ５月             ６月              ７月  

入学初

期まで

に育て

たい姿 

学校教育目標  たくましい体と豊かな心をもち，自ら学ぶ子どもの育成  ～ふるさとを愛し，夢や希望に向かってたくましく活動する児童の育成～ 

○基礎的な知識・技能の基礎      ○思考力・判断力・表現力の基礎     ○学びに向かう力・人間性等の基礎 

→小学校生活の環境になじみ      →自分の役割を理解し，自分から     →好奇心や意欲をもって学習に取り 

 安心して生活する姿。         行動する姿。              組む姿。 

10の姿

と教科

の関連 

①健康な心と体 →学級活動，道徳，体育  ②自立心 →道徳，生活科 ③協同性 →全教科  ④道徳性・規範意識の芽生え →道徳 

⑤社会生活との関わり →生活科  ⑥思考力の芽生え →全教科  ⑦自然との関わり →生活科  ⑧数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚  

→算数，生活科，国語  ⑨言葉による伝え合い →全教科  ⑩豊かな感性と表現 →国語，図工，音楽，体育 （⑪基本的な生活習慣 → 保健指導） 

主な 

活動 

・入学式（行事） ・１年生を迎える会（児童会） ・係をきめよう（学活） ・タブレットの使い方（国語） ・避難訓練（行事） 

・始業式（行事） ・あいさつ，言葉遣い（学活） ・遊具の使い方（体育） ・早寝早起き朝ごはん（学活） ・衣服の着脱，着替え（学活） 

・朝の会をしよう（学活） ・ノートの使い方（国語） ・生き物をさがそう（生活） ・学校ではたらく人（生活） ・プール開き（行事） 

・がっこうたんけん（生活） ・あさがおをそだてよう（生活） ・一緒にうたおう（音楽） ・すきなものをかこう（図工） ・休業前集会（行事） 

大切に 

したい 

視点 

  

 

 

指導の 

具体 

 

 

生活をつなぐ ・小学校生活の一日の流れを知る ・学校の決まり ・手洗い，給食，排便､衣服の着脱等の保健指導 ・学校生活で使う場所・教室を知る ・安全な遊び方の指導（遊具等） ・自分で自分の命を守る行動（避難訓練，着衣水泳） 

人をつなぐ ・担任と学級の友達との出会い ・自分と関わる人へのあいさつ・言葉遣い ・係分担と自分の役割 ・学校で働く人と関わる ・他学年の友達と関わる遊び（業間・昼休み） ・地域の人々と関わる（地域コーディネーター・世代間交流） 

学びをつなぐ ・学習の基本の指導（聞き方・話し方） ・学習用具とノートの正しい使い方 ・タブレットの使い方と約束 ・季節を感じる学習（虫探し、栽培活動，季節の歌） ・遊びを通した学びの指導（気付き，理解，探究）・全学年合同体育 

家庭・ 

地域と 

の連携 

○保護者との綿密な情報交換（電話連絡，学級便り，連絡帳，学習参観，PTA総会） 

○教育相談の充実（夏季休業中，冬季休業中） 

○民生児童員，学校評議員，各種団体（花山青少年自然の家及び協働教育推進委員）との連携 

幼稚園 

との 

連携 

○アプローチカリキュラム（花山幼稚園作成）の確認 

○幼小連携の推進（授業・保育相互参観，「こどもかいぎ」の取組，兄弟関係の情報交換，綿密かつ確実な情報交換による引継ぎ，合同運動会の企画） 

○幼小合同による研修会の企画（架け橋カリキュラムに向けての開発会議，合同職員会議，合同職員研修の模索） 

その他 ○教師の声掛け（例）○○してください（指導・指示）→ ○○するためにはどうすればいいのかな？（気付き・考えを引き出す指導） 

○宮城県幼児教育推進指針「みやぎの学ぶ土台づくり」に基づく，「遊びを通じた学び」の接続を意識する。 

 

 花山小学校 スタートカリキュラム③ 細案（週案） 第１週 

【第１週のねらい】 

１年生なったことを喜び，話を聞くことを少しずつ覚えながら，小学校１年生の生活について不安がなくな

り楽しく過ごすようになる。 

 １０日（月） １１日（火） １２日（水） １３日（木） １４日（金） 

行

事 

着任式・入学式 

始業式 

朝会（目標） 

体位測定 

縦割り班顔合わせ 

避難訓練（業間） 

春の交通安全教室 

 

１年生を迎える会 

朝 

 

 健康観察 

（挨拶・返事） 

健康観察 

（挨拶・返事） 

健康観察 

（挨拶・返事） 

健康観察 

（挨拶・返事） 

 

 

１ 

 

 

 〈はじめの音楽〉 

手遊びしよう 

うたでなかよしに

なろう 

〈はじめの国語〉 

さあはじめよう 

・教科書の使い方 

・学習用具の出し

入れ 

〈はじめの生活〉 

みんなでがっこう

をあるこう（1階 2

階）整列の仕方、

廊下の歩き方 

〈はじめの国語〉 

鉛筆の持ち方 

正しい姿勢 

運筆練習 

名前をかく 

 

 

２ 

〈 学 行 〉 

入 学 式 

元気にあいさつや

返事をしよう 

〈はじめの学活〉 

・身体計測をうけ

よう 

・体育着に着替え

る 

・服のたたみ方 

〈はじめの生活〉 

がっこうのことが

知りたいな 

・くつばこ、ロッ

カー、水道、ト

イレの使い方 

交通安全教室 

・安全な歩行の仕  

方 

（学校～駐在所） 

１年生を迎える会 

おにいさんおねえ

さんとなかよくな

ろう 

 

３ 

〈はじめの学活〉 

・担任の自己紹介 

・持ち物の確認 

・今日から１年生 

 

〈はじめの生活〉 

がっこうにいこう 

・安全な登下校 

・お帰りの用意 

・整列の仕方 

〈はじめの図工〉 

すきなものいっぱ

い 

・クレヨンの使い 

 方 

〈はじめの生活〉 

がっこうのひとと

なかよくなろう 

保健室の先生とな

かよしになろう 

〈はじめの国語〉 

さあはじめよう 

・ひらがなの読み 

・ひらがなを書く 

 

４ 

記念写真撮影 〈はじめの学活〉 

みんなで給食 

・給食の準備 

・後片付け 

・楽しい食事 

・食後の歯みがき 

・お帰りの準備 

〈はじめの算数〉 

くらべたことある

かな 

おおいのはどっち 

・算数セットの中

身のいろいろ・片

付け方 

〈はじめの生活〉 

みんなとたのしく 

校長室へ入るとき

のマナーを話し合

う、見付けたこと

を話す（挨拶・話

し方・自己紹介） 

〈はじめの道徳〉 

たのしいがっこう 

・楽しい学校生活 

・安全な学校生活 

５      

下

校 

 １年 １３：１５ １年 １３：１５ １年 １３：１５ １年 １３：１５ 

【 ○環境の構成 ※支援 ・準備資料等】 

○教室、廊下、などに花飾り、輪飾り、かわいい絵などを掲示しておく。 

○教室の机やロッカーに名前を記入したシールを貼っておく。 

○スクールバス（お迎え）の集合場所を掲示しておく。 

※一人一人を温かく迎えながら，一生懸命取り組もうとしている姿を褒める。 

※１単位時間（４５分）の活動も２０分程度で区切り，休憩（５分程度）を挟みながら活動を進める。 

・保護者への連絡事項を整理（学習、健康面等） 

・学年便り、学級便りの準備 

・教科書、学年便り、配布物の確認 

・紙芝居や絵本の準備（休み時間への対応） 

・幼稚園で歌った手遊びや歌の掲示 

・給食の配膳、アレルギーについての打合せ 

 

【登校時・第１週】 

ランドセルの中身を机に

入れ、ロッカー、廊下フッ

ク等の整理を自分で行え

るように支援していく。 

第
１
次
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

第
２
次
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

第
３
次
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
週
細
案
） 

幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿 と 花山小学校へのつながり                                     ＜別表１＞ 

 

【資質・能力三つの柱】 
① 健康な心と体 

園の生活の中で，充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働か
せ，見通しをもって行動し，自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

小学校では  
 

小学校生活において，時間割を含めた生活の流れを分かるようになると，次の活動を考
えて準備したりするなどの見通しをもって行動したり，安全に気を付けて登下校しよう
としたりするようになる。また，自ら体を動かして遊ぶ楽しさは小学校の学習における
運動遊びや，休み時間などに他の子どもと一緒に楽しく過ごすことに繋がり，様々な活
動を十分に楽しんだ経験は，小学校生活の様々な場面において伸び伸びと行動する力を
育んでいく。 

栗原市立花山小学校へ 

（スタートカリキュラムにつなげる） 

② 自立心 
身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で，しなければならないことを自覚
し，自分の力で行うために考えたり，工夫したりしながら，諦めずにやり遂げることで
達成感を味わい，自信をもって行動するようになる。 

 
小学校生活において，自分でできることは自分でしようと積極的に取り組む姿や，生活
や学習での課題を自分のこととして受け止めて意欲的に取り組む姿，自分なりに考えて
意見を言ったり，わからないことや難しいことは教師や友達に聞きながら粘り強く取り
組んだりする姿など，日々の生活が楽しく充実することにつながっていく。 

③ 協働性 
友達と関わる中で，互いの思いや考えなど共有し，共通の目的実現に向けて，考えたり，
工夫したり，協力したりし，充実感をもってやり遂げるようになる。 

 
小学校における学級での集団生活の中で，目的に向かって自分の力を発揮しながら友達
と協力し，様々な意見を交わす中で新しい考えを生み出しながら工夫して取り組んだり
するなど，教師や友達と協力して生活したり学び合ったりする姿が見られるようになっ
ていく。 

④ 道徳性・規範意識
の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，自分の行動を振り
返ったり，友達の気持ちに共感したりし，相手の立場に立って行動するようになる。ま
た，きまりを守る必要性が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と折り合いを付けなが
ら，きまりをつくったり守ったりするようになる。 

 
小学校生活において初めて出会う人の中で，幼児期の経験を土台にして，相手の気持ち
を考えたり，自分の振る舞いを振り返ったりしながら，気持ちや行動を自律的に調整し，
学校生活を楽しくしていこうとする姿が見られるようになっていく。 

⑤ 社会生活との関わ
り 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに，地域の身近な人と触れ合う中で，人
との様々な関わり方に気付き，相手の気持ちを考えて関わり，自分が役に立つ喜びを感
じ，地域に親しみをもつようになる。また，園内外の様々な環境に関わる中で遊びや生
活に必要な情報を取り入れ，情報に基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活用した
りするなど，情報を役立てながら活動するようになるとともに，公共の施設を大切にす
るなどして，社会とのつながりなどを意識するようになる。 

 
小学校生活において，相手の状況や気持ちを考えながらいろいろな人と関わることを楽
しんだり，関心のあることについての情報に気付いて積極的に取り入れたりするように
なる。また，地域の行事や様々な文化に触れることを楽しんで興味や関心を深めること
は，地域への親しみや地域の中で学びの場を広げていくようになっていく。 

⑥ 思考力の芽生え 

身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付いたり
し，考えたり，予想したり，工夫したりするなど，多様な関わりを楽しむようになる。
また，友達の様々な考えに触れる中で，自分と異なる考えがあることに気付き，自ら判
断したり，考え直したりするなど，新しい考えを生み出す喜びを味わいながら，自分の
考えをより良いものにするようになる。 

 
小学校の生活で出会う新しい環境や教科書等の学習に興味や関心をもって主体的に関
わることにつながる。また，探求心をもって考えたり試したりする経験は，主体的に問
題を解決する態度へとつながっていく。 

⑦ 自然との関わり・ 
生命尊重 

自然に触れて感動する体験を通して，自然の変化などを感じ取り，好奇心や探求心をも
って考え言葉などで表現しながら，身近な事象への関心が高まるとともに，自然への愛
情や畏敬の念をもつようになる。また，身近な動植物に心を動かされる中で，生命の不
思議さや尊さに気付き，身近な動植物への接し方を考え，命あるものとしていたわり，
大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

 
小学校の生活や学習において，自然の事象や現象について関心をもち，その理解を確か
なものにしていく基盤となる。さらに，実感を伴って生命の大切さを知ることは，生命
あるものを大切にし，生きることの素晴らしさについて考えを深めることにつながって
いく。 

⑧ 数量や図形，標識
や文字などへの 
関心・感覚 

遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験を重ねたり，標識や文字
の役割に気付いたりし，自らの必要感に基づきこれらを活用し，興味や関心，感覚をも
つようになる。 

 小学校の学習に関心をもって取り組み，実感を伴った理解につながるとともに，学んだ
ことを日常生活の中で活用するようにもなっていく。 

⑨ 言葉による伝え合
い 

保育者教師等や友達と心を通わせる中で，絵本や物語などに親しみながら，豊かな言葉
や表現を身に付け，経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり，相手の話を注意
して聞いたりしてし，言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

 

小学校の生活や学習において，学級の友達と互いの思いや考えを伝え，受け止めたり，
認め合ったりしながら一緒に活動する姿や，自分の伝えたい目的や相手の状況などに応
じて言葉を選んで伝えようとする姿が見られるようになっていく。特に，戸惑いが多い
入学時に自分の思いや考えを言葉に表せることは，初めて出会う教師や友達と新たな人
間関係を築くうえでも大きな助けとなる。 

⑩ 豊かな感性と表現 
心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，様々な素材の特徴や表現の仕方など
に気付き，感じたことや考えたことを自分で表現したり，友達同士で表現する過程を楽
しんだりし，表現する喜びを味わい，意欲をもつようになる。 

 小学校の学習においても感性を働かせ，表現することを楽しむようになる。これらは，
音楽や造形，身体等による表現の基礎となるだけでなく，自分の気持ちや考えを一番適
切に表現する方法を選ぶなど，小学校以降の学習全般の素地になる。また，臆すること
なく自信をもって表現することは，教科等の学習だけでなく小学校生活を意欲的に進め
る基盤ともなっていく。 

（⑪基本的な生活習慣） 
 

 

知識・技能の 
 

基礎 

 

思考力・表現力・ 

判断力等の 

基礎 

学びに向かう力・

人間性等 

知・技 思・表・ 
判 

学びに向かう力 

知識・技能の 
 

基礎 

 

思考力・表現力・ 

判断力等の 

基礎 

学びに向かう力・

人間性等 

知・技 思・表・ 
判 

学びに向かう力 

・衣服の着脱，食事，排泄などの生活に必要な活動の必要性に気付き，自分でする。 
・集団での生活の流れなどを予想して，準備や片付けをする。 
 

花山幼稚園 アプローチカリキュラム 

 (3歳児～5歳児 8月)(9月)  （10月）            (11月)        （12月）         （1月）        （2月）        （3月） （小学校 1年生 4月～7月） 

育
て
た
い
姿 

  

ね
ら
い 

  

園
活
動 

・野菜の収穫,食育・運動会 ・ごっこ遊び ・花山文庫（絵本貸し出し利用） ・わらべうた,言葉遊び,朗読遊び,季節の歌に親しむ ・劇遊び ・お別れ会 
・ふれあい運動会 ・第一学期終業式・第二学期始業式 ・カレー会 ・保育参観日 ・やまびこ集会 ・雪遊び,ミニ雪まつり会 ・一日入園 ・修了式 
・お月見誕生会・りんご狩り ・秋季休業日 ・収穫祭 ・小学校との交流会 ・お楽しみ誕生会 ・保育参観日・父母の会総会・豆まき誕生会 etc 

・秋の遠足 ・一迫幼稚園との交流会（毎月）・ふれあい文化祭 ・冬季休業日 ・やまびこ集会 ・幼小交流（職員間交流）※月初め集会,誕生会（毎月） 

・学校探検・異学年交流 
・一年生を迎える会・集会 etc       

大
切
に
し
た
い
視
点 

  

教
師
の
援
助
・環
境
づ
く
り 

  

家
庭
・地
域

と
の
連
携 

○家庭と一緒に規則正しい生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん）を身に付ける。 ○幼稚園での活動を家庭にも発展させながら園内研究を深める。 

○参観日,地域交流を通し,人への親しみ,社会的・公的マナーを知る。 ○個の成長を保護者と共有する。 ○保護者とのコミュニケーションを築き就学への不安を解消する。  

○就学に伴う生活習慣の見直しなどについて保護者と情報交換・共有をおこなう。 ○小学校との交流内容や体験入学など出来事を家庭にも共有してもらい,就学への期待を高めてもらう。 

    ○就学への不安が少なくなるように幼稚園での子どもの様子や成長を保護者に伝え共有する。 ○配布物等で幼稚園での取り組みを伝えていく。 

○一迫幼稚園（同学年）との交流ではその都度,個に合わせた「ねらい」をもち交流することを共有する。   etc 

○授業参観や学級通信で教育内容を 

共有する 
○保護者と一緒に学校の準備を進め
てもらう 

○小学校で教えていることを家庭で
も進めてもらう etc 

小
学
校
と
の

連
携 

〇幼小合同職員会議（園長校長参加） 〇幼小合同職員研修会 〇就学前の新年度教材の打合せ 〇学校（園）評価（学校評議員） 

〇校長先生来園による出前授業 ○幼小合同運動会の参加に期待をもつ。また,練習参加では小学校の様子を見学する。  ○小学校入学へのあこがれを感じられるようにする。  

○就学する小学校への引継ぎをする ○子どもや保護者が感じる就学に向けての不安を保護者と教師が共有する。 ○幼小職員の行き来を大切にする。  

○幼稚園の取り組みを小学校の教師に伝える ○小学校の教師と積極的に情報交換や相談をおこなう。 ○互いのカリキュラムを共有する。  

○小学校の教師と小学校生活の流れについて情報共有をおこない,子どもが小学校生活のイメージがもてるようにする。 etc 

○小学校全体で 1年生を迎える体制づく 

 り 

○一迫・花山地区小学校間の情報交換と 

共有 

○幼小中連携の推進 

○幼稚園から引き継いだ情報を活かしつ

つ子どもの特徴を理解する etc 

～自覚的な学び～ 
○基礎的な知識・技術 

○思考力・判断力・表現力 
○学習に取り組む意欲 

徳 

体 

知 

たくましい体と豊かな心をもち,自ら学ぶ子供の育成 

ふるさと愛し,夢や希望に向かってたくましく活動する児童 ～学びの芽生え～ 

○学びの自立 

○生活の自立 

○精神的な自立 

自分も相手も好きになろう！ 

自分で元気な生活をつくろう！ 

聞いて話して友達と関わろう！ 

学び（遊び）を楽しもう 

：自分や他人の良さを認め,何事（人・もの・こと）にも興味・関心をもって関わる。 

：自立した生活習慣が身につき,規則正しい生活リズムの中で,時間を意識しながら元気な生活を送る。 

：人の話をよく聞き,相手に自分の思いや考えを話すことができる。友達や教師と関わり,共同して活動しようとする。 

：文字や数の読み書きの習得や学習する姿勢など,学びの基礎力を身に付けるとともに,楽しみながら意欲的に取り組もうとする。 

「人」「もの」との関わりの中で 

これまでの経験を 

活かしながら,就学 

への期待を高めて

いく 

みんなと力を合わせる 

・友達と協力する 

・やり遂げた達成感を味わう 

・自分のめあてをもつ etc 

みんなと協同する 

・自分で考えて作る楽しむ 

・役割と責任をもつ 

・共通のめあてをもつ etc 

みんなと遊びを進める 

・工夫して遊びを発展する 

・小学校生活への興味 

・寒さに負けず戸外で遊ぶ etc 

新しい一年を迎える 

・小学校生活への関心・期待 

・健康的な生活リズム 

・文字や数への興味・関心 etc 

就学への期待が高まる 

・小学校への具体的な期待 

・給食体験による食への関心 

・健康的な生活リズム etc 

成長を感じながら生活する 

・生活や遊びに意欲的に取り組む 

・集団生活に必要なきまりを守る 

・自分の思いを言葉で表現する etc 

小学校生活を知り,楽しむ 
・小学校生活の環境になじみ,安心して生活する。 

・好奇心や意欲をもって学習に取り組む 

・自分の役割を理解し,自分から行動する 

●友達と認め合うことで相手を大切にする 

●友達の頑張る姿を認め励ます 

●自分や友達の良さを見付ける 

●友達の作品を認め合う 

●めあてに向かって協力したり 

工夫したりする。 

●友達ができたことを言葉や 

 動作で褒め合う 

●友達とのつながりを感じる 

●自分が役に立つ喜びを感じる 

●相手の話を最後まで聞く 

●自分の考えを相手に伝え, 

理解し合う 

●年長児としての自覚をもつ 

●成長した喜びを感じる 

●周りの人に感謝の気持ち 

 をもつ 

あいさつ 

いっぱい 

令和 5年度 経営方針 
小規模校のよさを生かした笑顔と学びのある学校 

笑顔いっぱい 

感謝いっぱい  
夢いっぱい 

チャレンジ

いっぱい 

●体を動かすことを楽しみ心地よさを感じる 

●規則正しい生活習慣が必要なことを知る 

●ルールや約束,時間を守る大切さをしる 

●見通しをもって活動する 

●一つの活動に集中する 

●寒さに負けず,戸外で元気に遊ぶ 

●一日の生活の見通しをもつ 

●規則正しい生活リズムに 

 戻し,生活の見通しをもつ 

●衣類調整を自分でする 

●時間を意識し主体的に 

生活を進める 

●楽しんで食事する 

●自分に自信をもち自分で 

 行動する 

●小学校生活をイメージする 

●友達と一緒に体を動かしつながりを感じる 

●友達と話し合いながら目的を共有する 

●声を掛け合ったりしながら励まし合う 

「新しい出会いを大切にする」 

新しく出会った教師や友達に親しみを

もって関わり信頼関係を築いていく 

「小学校生活を安定して過ごす」 
小学校での生活習慣やきまりを理解し守る。 
時間割に気付き,自分で見通しをもって 
行動する 

「教師・友達とのコミュニケーションを楽
しむ」 
自分の思いや考えを相手に伝わるように話
す。教師や友達の話を最後まで聞く 

「学びに向かう力を身に付け意欲的に学ぶ」 
文字や数などの学習に興味・関心をもち教材
体験を通して楽しみながら意欲的に取り組む 

●自分の考えを言葉で伝え, 

 相手の意見も聞き入れる 

●いざこざを自分たちで解決する 

●話し合いながら遊びを工夫する 

●相手の話を最後までしっかり聞

いたり,見たりする 

●自分の思い出を伝えたり 

 相手の話を聞いたりする 

●相談して遊びを進める 

●目的に向かって話し合ったり 

考えたことを伝える 

●小学生と積極的に関わる 

●小学校へのイメージ 

を伝え合う 

●自分の役割を果たし,責任感や達成感を味わう 

●苦手なことも自分なりに取り組もうとする 

●自分で回数や時間を決め,数字に興味をもつ 

●遊びのルールなどを考える 

●遊びや制作活動の中で,数や 

文字に興味をもつ 

●遊びを発展させる充実感 

 を感じる 

●遊びを考える 

 

●物の性質への興味・関心が 

 高まる 

●文字や数字を使って遊ぶ 

●文字や数字を使って遊びを 

発展させる 

●友達と協同的な遊びを楽しむ 

 

●小学校での学習に対し 

て楽しみと期待をもつ 

●めあてをもって活動する 

・小
学
校
生
活
ま
で
見
直
す 

・そ
の
時
期
の
ね
ら
い
を
捉
え
る 

・４
つ
の
視
点
の
連
動
性
を
意
識
す
る 

・こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
す 

・交
流
の
ね
ら
い
を
工
夫
す
る 

 ポイント  

子どもが遊び込

める環境をつく

る。文字や数に興

味がもてるよう

に遊びに取り入

れるなど,学びに

つながるような

環境を構成する。 

●みんなで体を動かして楽

しめるようにうる。 

●小学校との合同運動会に

期待や憧れの気持ちをも

ち活動参加を楽しむ。 

●自分なりのめあてを達成

することで自信につなが

るようにする。 

●みんなで力を合わせて遊

ぶことの楽しさ・充実感

を味わえるようにする。 

●みんなで話し合いの場を

もつ 

●作り上げる充実感を味わ

えるようにする 

●互いの作ったものを認め

合い,達成感が味わえるよ

うにする。 

 

●表現することを楽しま

せる。 

●戸外で元気に遊ぶ心地

よさを感じさせる 

●年末年始の行事に興

味・関心をもたせる。 

●経験したことを話した

り,聞いたりすく機会

を多くもつ。 

●文字や数字に興味・関

心がもてるようにす

る。 

●健康な生活リズムを整

える。 

●表現することを楽しま

せる。 

●戸外で元気に遊ぶ心地

よさを感じさせる 

●年末年始の行事に興

味・関心をもたせる。 

●自分や友達の成長を認

め合える機会をもつ 

●感謝の気持ちを周りの

人へ伝えあえるように

する。 

●就学に期待をもちなが

ら,生活に見通しをもっ

て行動できるようにす

る 

たのしみ 

わくわく 

ちゃれんじ 

学校生活を知って楽し

みにし,学校を 

好きになる時間 

生活科を中核とした合

科的関連的な学習をす

る時間 

教科ごとの学習に取

り組み,意欲的に楽手

する時間 

徐
々
に
学
習
へ
移
行
す
る 

 花山小学校 スタートカリキュラム②（案） 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿（花山幼稚園）と小学校での教科との関連 

①健康な心と体 → 学活，道徳，体育 

②自立心 → 学活，道徳，生活科 

③協同性 → 全教科 

④道徳性・規範意識の芽生え → 道徳，学活 

⑤社会生活との関わり → 生活科，学活 

⑥思考力の芽生え → 全教科 

⑦自然との関わり → 生活科 

⑧数量や図形，標識や文字などの関心・感覚  

→ 算数，生活科，国語， 

⑨言葉による伝え合い → 全教科 

⑩豊かな感性と表現 → 国語，図工，音楽，体育 

（⑪基本的な生活習慣 → 学級活動，保健指導） 

時 期 生活をつなぐ 人をつなぐ 学びをつなぐ 

入

学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

学

期

末 

 

 

４

月 

 

 

 

 

 

トイレの使い方（生活） 

園のトイレとの違いを確かめ，

安心してトイレを使うことがで

きる〔姿①〕 

 給食をたべよう（学活） 

年長時の昼食の様子を思い出し

給食の準備の仕方を覚え，自分

たちで配膳や片付けをすること

ができる。〔姿①〕 

  歯みがきをしよう（生活） 

衛生と清潔意識をもち，丁寧に

歯を磨くことができる。〔姿①〕 

  そうじをしよう（生活） 

そうじの手順を覚え，使った場所

や教室の掃除ができる。〔姿②〕 

がっこうたんけん（生活） 

校内の探検を通し，学校の施設

内の様子や働く職員を調べてま

とめることができる。〔姿⑤〕 

朝の会をしよう（朝の活動） 

朝の挨拶で気持ちよく１日をス

タートさせ，時間割で学習の見

通しをもつことができる。〔姿⑨〕 

 あいさつ・言葉遣い（学活） 

職員室や保健室に入室する際，

誰にどのような用事があるかに

ついて，はっきりと話すことが

できる。〔姿②④⑤⑨〕 

 一年生を迎える会（行事） 

上級生の友達とふれあい，遊び

やゲームを楽しむとともに，感

謝の気持ちを伝えることができ

る。〔姿⑤⑨〕 

学校で働く人（生活） 

学校で働く人にはどんな人がい

るか予想をし，調査のために職

員にインタビューをして調べる

ことができる。〔姿⑤⑨〕 

遊具の使い方（学活） 

今まで遊んだことのある遊具遊

びの約束を思い出し，校庭の遊

具の使い方や約束を理解するこ

とができる。〔姿①⑥〕 

 ノートの使い方（算数） 

学習する教科によりノートを使

い分けることやノートに書く手

順を覚え，板書内容を書き写す

ことができる。〔姿②⑥〕 

 すきなものをかこう（図工） 

自分の好きなものや小学校で気

に入ったものなどを自由にかく

ことができる。〔姿⑩〕 

あさがおをそだてよう（生活） 

あさがおの種をまき，水やりな

どの世話をしたり生長の過程を

観察し，絵や文に表したりする

ことができる。〔姿⑥⑦〕 

５

月 

 

 

早寝早起き朝ご飯（学活） 

自分のこれまでの生活を振り返

り，「早寝早起き朝ご飯」の規

則正しい生活が大事であること

を理解することができる。〔姿

①②〕 

  係を決めよう（学活） 

年長時にみんなのために進んで

行ってきたことを想起させ，ク

ラスの係活動を考え，仲間と協

力して取り組むことができる。

〔姿③〕 

 タブレットで遊ぼう（国語） 

タブレットの簡単な操作の仕方

を覚え，ひらがなを入力したり

お絵かきを楽しんだりすること

ができる。〔姿⑥⑧〕 

 

 

６

月 

 

避難訓練（行事） 

地震やその他の災害時に備え， 

避難の仕方を覚え，自分で自分 

の命を守る行動を取ることがで 

きる。〔姿②〕 

  上級生と遊ぼう（業間） 

上級生に遊びを教えてもらい，

竹馬，一輪車などの道具を使っ

た遊びを楽しむことができる。

〔姿⑤⑨〕 

一緒に歌おう（音楽） 

園で歌ったことがある歌や手遊

び等を思い出し，それを友達に

伝えながら楽しく活動すること

ができる。〔姿⑩〕 

７

月 

 

 

汗の始末・熱中症予防（学活） 

夏の生活に慣れ，自分で汗の始

末や水分補給などの熱中症予防

のための行動をすすんで取るこ

とができる。〔姿①②〕 

  紹介しよう（国語） 

大好きな家族や仲のいい友達を

紹介する作文を書き，感謝の気

持ち等の自分の思いを文章で表

現したり，発表したりできる。

〔姿⑤⑨〕 

  季節を感じよう（生活） 

校庭や学校の周りなどの植物や

生き物の観察を行い，季節の変

化等，気付いたことについて絵

や文章にまとめることができ

る。〔姿⑥⑦〕 

※各週の曜日ごとの細案（スタートカリキュラム③）については，児童の実態に合わせ，学年・学級便りで

保護者にお知らせする。 

花山幼稚園アプローチカリキュラム 

花山小学校スタートカリキュラム 

幼
稚
園
で
育
て
て
き
た 

「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ

て
ほ
し
い
姿
」
の
継
承 

担
任
が
朱
書
き
し
、
見
直
し
・
改
善 


